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【阿智村・清内路村の概況】 

(1)地理的状況 
  阿智村・清内路村は、県の南部、下伊那郡の西部に位置し、東は飯田市、下條村、北は木曽郡南木曽町、 
西は恵那山を境として岐阜県中津川市、南は阿南町、平谷村と接している。 

国道 153 号が阿智村を、256 号が両村を縦貫し、これを基幹として道路網が整備されている。 
また、一級河川阿智川は、清内路村から阿智村を流れ、天竜川に合流している。 

  
(2)人口等 

   平成 17年 10月 1日現在の両村人口は、阿智村が 6,771人、清内路村が 777人で、高齢化率は阿智村が 28.3％ 
清内路村が 34.4％と両村とも高い水準となっている。 

    産業別就業者数の割合は、阿智村が第 1 次産業 18.4％、第 2 次産業 28.5％、第 3 次産業 53.1％で、清内 
路村が第 1 次産業 13.6％、第 2 次産業 35.7％、第 3 次産業 50.7％となっている。 

 
(3)沿革 
 ①阿智村 

    明治 22 年の町村制施行により、会地（おおち）、伍和（ごか）、智里（ちさと）の 3 村となり、昭和 31
年にこの 3 村が合併し阿智村が発足。その後、平成 18 年 1 月 1 日に浪合村と合併し現在に至っている。 

  ②清内路村 
    明治 8 年に隣接する村と合併し米川村となるが、明治 13 年に独立。明治 18 年に山本村他 4 村と合併した

後、明治 22 年に分離し現在に至る。 
 

(4)財政状況等 
両村の予算規模（H20）は、阿智村が約 49 億円、清内路村が約 8 億円と約６倍となっている。財政力指数 

は、阿智村が 0.257、清内路村が 0.084。実質公債費比率が、阿智村が 16.0％、清内路村が 25.7％とそれぞ
れ厳しいが、特に清内路村の財政状況は非常に厳しい状況にある。 

 
(5)主な産業等 

   阿智村は、昼神温泉、冶部坂高原など南信州を代表する観光地として豊かな自然と観光資源に恵まれ、ま 
た清内路村は、享保 16 年から続く住民の手による秘伝の手づくり花火（奉納煙火）や樹齢推定 300 年余とさ 
れる小黒川のミズナラなど豊かな自然や歴史、伝統に恵まれている。 
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 注）人口、産業別就業者人口は平成 17 年国勢調査による。 

注）財政力指数は、H17―H19 の３カ年平均値 

阿智村 清内路村
6,771人 777人

年少人口（％） 15.1 13.5
生産年齢人口（％） 56.6 52.1

老年人口（％） 28.3 34.4
3,763 359

第1次産業（％） 18.4 13.6
第2次産業（％） 28.5 35.7
第3次産業（％） 53.1 50.7

170.31ｋ㎡ 44.16ｋ㎡
48億57百万円 7億79百万円
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【両村のこれまでの経緯等】 

 
 

H16.8.22  阿智村との合併を公約に掲げた櫻井久江清内路村長が初当選。 

H18.9.26   清内路村議会合併問題特別委員会が、「行政改革の一つの手段として合併を考え

るとき、その相手は阿智村をおいて他にない。」とする最終報告書を提出。 

H19. 6.5    公募住民や清内路村議らでつくる「清内路村合併問題研究会」が、「阿智村と合

併について話し合う場を設けるべき」とする報告書をまとめた。 

H19.6.25   清内路村から阿智村に対し合併協議の場創設の申入れをする。 

H19.10.23   阿智村より、合併協議の申入れに対する回答として、「合併をひとつの選択肢と

した両村のあり方を幅広く研究する協議の場」設置を提案。 

H20.2.4    阿智村議会は、1 月に行われた「（住民の）意見を聞く会」での住民意見を踏まえ

任意合併協議会設置について全員協議会を開き、賛成多数で設置を決定。 

H20.2.13    阿智村・清内路村の第 1 回任意合併協議会を開催。 

H20.3.27   4 回目（最後）の任意協が開かれ、事務事業の一元化について合意。（協議終了）      

H20.5.4    清内路村で住民投票の結果、賛成 483 票（88.8％）、反対 61 票（11.2％）となっ

た。（投票率 92.6％） 

H20.5.27    阿智村で合併に関する住民アンケートの結果、賛成 2,043 票（43.19％）、反対 979

票（20.70％）、議会に委ねる 1,141 票（24.12％）、わからない 567 票（11.99％）

となった。（投票率 89.62％） 

H20.5.29   阿智村議会の全員協議会が全会一致で法定合併協議会の設置を確認。これを受け、

両村で 6 月定例会において法定合併協議会の設置を議決することとした。 

H20.6.10   両村議会で法定合併協議会の設置を議決 

H20.6.16   阿智村・清内路村合併協議会の設置を調印（第 1 回合併協議会を開催） 

H20.6.23   両村長、両村議長が県庁を訪れ、知事に対し「合併構想策定（構想対象市町村へ

の位置づけ）の申入れ」を行う。 

 

 
 
＜今後の予定＞※合併に向けての想定スケジュール 

H20.9 月  両村で合併議決 

9 月   県に合併申請  ⇒ H20.12 月 県議会で合併議決（国へ届出） 

H21.2 月  告示（国） 

H21.3.31    合併 

 

 

 

 

 


